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ベンチマーク（BM）策定にあたっての基本的な考え方

• 紙・板紙製品には多様な品種があり、品種により原料（パルプの種類）や製造工程が異なるため、

製造時のCO2排出原単位は品種毎に異なる。また、各社における紙・板紙の製品構成も多様。

• こうした特性を踏まえ、品種別の排出原単位や各社の製品構成を踏まえたBMの策定が必要ではないか。

紙・板紙製品の分類 紙・板紙製品の製造工程

チップサイロ
（チップの貯蔵）

フィーダー
（チップの供給）

蒸解窯

ディフューザー
ウォッシャー

（パルプの洗浄） スクリーン
（除塵）

酸素晒装置
（酸素による漂白）

シックナー
（脱水）

晒装置
（パルプの漂白）

高濃度チェスト
（パルプの貯蔵）

石灰キルン

回収ボイラー
緑液
タンク

白液
タンク

エバポレーター

黒液回収・苛性化

チップ

パルパー
（古紙の離解） デフレーカー

（精砕）
スクリーン
（除塵）

フローテーター
（脱墨）

リファイナー
（叩解）

古紙

クリーナー
（除塵）

シックナー
（脱水）

チェスト
（パルプの貯蔵）

パルプ
製造

紙・
板紙
製造

化学・機械パルプ
•木質チップを原料にパル
プを製造するプロセス。

• チップを薬品で蒸解する
化学パルプと、物理的
に磨砕する機械パルプ
がある。

•化学パルプ製造で生じ
た黒液は回収され、エ
ネルギー源として利用さ
れる他、利用した薬品
も回収して再利用され
る。

古紙パルプ
•古紙を原料にパルプを
製造するプロセス。

•古紙を離解・除塵・脱
墨等することで、パルプ
化する。

抄紙・塗工
• パルプから紙を製造する
プロセス。

• 99％水分を含んだパル
プを搾水・熱等により乾
燥させることで、紙にす
る。

•添加剤等により紙の表
面を塗工する。

化学
機械
パルプ

古紙
パルプ

化学パルプの工程

リファイナー
（チップの磨砕）

機械パルプと化学パルプの工程は共通する
ものも多いが、機械パルプでは化学品による
蒸解ではなく、物理的にチップを磨砕する点
が大きく異なる。そのため、黒液回収プロセス
は存在しない。

機械パルプについて

リファイナー
（叩解）

ワイヤーパート
（紙層の形成）

プレスパート
（搾水）

サイズプレス
（サイズ剤の塗布）

ドライヤーパート
（蒸気による乾燥）

カレンダー
（光沢づけ）

リール
（巻取り）

ワインダー
（仕上げ）

古紙パルプ

化学・機械パルプ

製品
（巻取）

パ
ル
プ
製
造

紙
・
板
紙

製
造

紙

板
紙

新聞巻取紙

非塗工印刷用紙

微塗工印刷用紙

塗工印刷用紙

情報用紙

包装用紙

衛生用紙

雑種紙

段ボール原紙

紙器用板紙

雑板紙

品種

新聞

書籍、雑誌本文 他

チラシ、情報誌 他

カタログ、雑誌表紙 他

書籍、雑誌本文 他

紙袋、包装紙 他

ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ、ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ 他

壁紙、紙コップ、絶縁紙 他

段ボール

包装容器・箱、書籍表紙 他

包装紙、紙管 他

主な用途主原料

化学・機械・
古紙パルプ

古紙パルプ



ベンチマークの策定において考慮すべき事項

検討プロセス 対応方向性（案）

• 比較可能な対象事業者数が存在する「紙」・「板紙」という括りで
BMを策定。また、「紙」と「板紙」は原料が異なるため、それぞれ
BMを策定する。ベンチマーク

の対象範囲

Step 1

補正したベンチ
マーク指標を用い
てベンチマーク水
準を決定

Step 2

割当量の算定

Step 3

• 紙・板紙製造以外の事業については、紙・板紙BMから切り出し
て割当てを行う。

考慮すべき事項

• バウンダリーを「紙」・「板紙」よりも細かい
品種とした場合、各品種別の対象事業
者が少ないため、BMの策定は困難。

１．品種・製品構成の差
• 紙・板紙という括りの中でも、更に多数の
品種が存在。品種により原料や製造工
程が異なるため、製造時のCO2排出原
単位も品種毎に異なる。

２．直接・間接排出量の差
• 紙・板紙製造に係るエネルギー使用量に
占める購入電力量の割合は、数％～約
40%の範囲でばらついている
→直接・間接排出量の差の扱いについて、
引き続き検討する

• 紙・板紙以外に、化成品やフィルム製品
等の製造に伴うCO2排出もある。
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• 紙・板紙産業では、各社で品種・製品構成等が大きく異なるという特性がある。このため、紙・板紙製品の
割当量の算定に当たっては、これら特性を踏まえてBM水準を決定し、割当量を調整。

• BM指標について、品種・製品構成の差を補正
• 各社の製品構成が同じと仮定して、構成の差をならす

• 補正したBM指標を用いてBM水準を決定

• 品種・製品構成による差を調整
• 補正後BM水準は各社の品種・製品構成が同じになったと仮定している
ため、各社の品種・製品構成を踏まえて割当量を調整
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【Step1】 ベンチマークの対象範囲（製品、プロセス）

• 製品の対象範囲については、化学・機械パルプ等を原料として用いる「紙」と古紙パルプを主原料とする

「板紙」とを大別し、それぞれの生産量あたりの排出原単位をBMとする。

• プロセスの対象範囲については、パルプ製造工程、抄紙工程、これらに紐付くユーティリティ施設（ボイ

ラー、タービン等）とする。

ボイラー
（化石燃料
ボイラー含）

化学パルプ
製造工程

抄紙工程

外販パルプ

購入電力

購入蒸気

黒液(クラフトパルプ製造時)、木質廃材等

スラッジ(汚泥)、パルプ粕等

燃料

工場内 原料

購入パルプ

新聞巻取紙

非塗工印刷用紙

微塗工印刷用紙

情報用紙

包装用紙

雑種紙

衛生用紙

機械パルプ
製造工程

古紙パルプ
製造工程

タービン

熱・電力の外販

段ボール原紙

紙器用板紙

雑板紙その他事業
（化成品等）

事務
所等

塗工印刷用紙

紙BM

板紙BM



排出原単位の良い
品種aの生産が多い

排出原単位の悪い
品種bの生産が多い
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【Step2】 ベンチマーク水準の決定；品種・製品構成によるBM指標の補正

• CO2排出原単位をBM指標とし、省エネ法BMの算定方法も参照し、品種・製品構成に起因するBM指

標の差がならされるように補正した上で、各社の補正後のBM指標を比較することで、BM水準を決定する。

A社 B社 C社 D社 E社 F社 G社 H社 E社 A社 F社 G社 B社 C社 D社 H社

BM水準

H社のBM指標
排出原単位

補正前 補正後

品種構成を考慮し
た補正係数を乗じる

業界の平均的な品種・製品構成を踏まえた排出原単位

各社の品種・製品構成を踏まえた排出原単位

• 各社の排出削減努力によらない品種・製品構成によって
各社の排出原単位に差が生じている

• 品種・製品構成による排出原単位の差をならすために、
各社の品種・製品構成を同じと仮定するための補正を行う

排出原単位

補正後の
BM水準

品種構成を考慮した
補正係数 ＝
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【Step3】 割当量の算定；各社の品種・製品構成による割当量の調整

• 補正したBM水準は、各社の品種・製品構成が業界平均と同等になったと仮定している。

• このため、各社の製品構成の実態に即した割当量を算定するために、品種構成による補正係数によって

割当量を調整する

排出原単位の良い
品種aの生産量が
業界平均より多い

排出原単位の悪い
品種bの生産量が
業界平均より多い

A社 H社

調整前の割当量 調整後の割当量

× 0.X倍

× 1.X倍

補正係数で割り戻した量を各社に割当て

業界の平均的な品種・製品構成
を踏まえた排出原単位

各社の品種・製品構成を踏まえた
排出原単位

品種構成による補正係数

＝
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割当量の算定式（案）

割当量 = BM水準 × 品種構成の補正係数 × 基準活動量

基準活動量 = 2023年度～2025年度における紙/板紙の平均生産量（※品種毎の生産量の合計）

ＢＭ水準 = 以下の計算式で算定された各社のBM指標の上位○％ 

排出量

紙/板紙生産量
各社のＢＭ指標 = ×

業界の平均的な品種・製品構成を踏まえた排出原単位

各社の品種・製品構成を踏まえた排出原単位

品種構成の補正係数 =
業界の平均的な品種・製品構成を踏まえた排出原単位

各社の品種・製品構成を踏まえた排出原単位

※直接・間接排出量の差の扱いについて、対応方向性を引き続き検討していく
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【参考】 直接排出割合の差

• 紙・板紙製造に係るエネルギー使用量に占める購入電力量の割合は数％～約40%の範囲でばらついて
おり、直接・間接排出量の差の扱いについて、引き続き検討していく。

生産量（累積）

排出原単位

BM水準
A社 B社

E社

D社

H社
F社

G社

上位〇％

C社

生産量（累積）

排出原単位

BM水準

上位〇％

D社
C社B社A社

G社
F社

H社

E社

直接・間接排出合計での比較

自家発比率の低い事業者

自家発比率の高い事業者

間接排出

直接排出のみの比較

自家発比率が高い事業者は排出枠が不足

自家発比率が高い事業者であっても、
生産効率が高ければ余剰が発生

直接排出
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【参考】省エネ法・板紙ベンチマーク

• 省エネ法・板紙BMでは、板紙内の品種毎に各社の排出原単位を比較するのではなく、品種・製品構成

を考慮した補正係数を用いて補正した上で、対象となる全事業者の原単位を比較。
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